
昭
和
二
十
二
年
の
中
学
校
設
置
法
で
、
当
関
係
四
ヶ
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
単

独
の
町
村
立
中
学
校
を
設
置
し
た
（
掛
塚
・
長
野
・
袖
浦
・
十
束
）
。
昭
和
二

十
三
年
四
月
一
日
か
ら
組
合
立
竜
洋
中
学
校
が
誕
生
し
た
が
、
旧
借
用
地
校

舎
を
分
校
と
称
し
、
分
散
教
育
作
業
の
後
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日
か
ら

現
在
地
に
全
校
が
結
集
し
て
学
校
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
南
部
中

学
校
新
設
に
伴
い
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
竜
洋
町
立
竜
洋
中
学
校
と
な
り
、

市
町
村
合
併
か
ら
、
磐
田
市
立
竜
洋
中
学
校
に
校
名
変
更
し
た
。

学
校
の
主
な
出
来
事

ア

開
校
当
時
か
ら
運
動
部
の
活
動
は
盛
ん
で
、
各
種
大
会
で
活
躍
を
し
た
。

特
に
、
水
泳
部
は
東
海
大
会
三
連
覇
を
成
し
遂
げ
、
昭
和
二
十
九
年
に
は

公
認
プ
ー
ル
を
設
置
し
た
。

イ

昭
和
四
十
一
年
木
造
建
築
か
ら
近
代
建
築
へ
移
り
変
わ
り
、
新
校
舎
や

体
育
館
が
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
さ
ら
に
近
代
美

あ
ふ
れ
る
現
在
の
最
新
建
築
の
校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

開
校
当
時
か
ら
、
生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
伸
ば
す
校
風
を
受
け
継
ぎ
、

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
二
大
学
校
行
事
を
行
っ
て
い
る
。
体
育
大

会
で
は
、
最
後
ま
で
勝
利
を
目
指
し
頑
張
る
姿
が
感
動
を
与
え
、
一
方
、
輝

竜
祭
で
は
、
昭
和
四
十
三
に
始
ま
っ
た
学
校
コ
ン
ク
ー
ル
を
受
け
継
ぎ
、
心

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
い
る
。

常
勝
「
竜
中
」

東
海
水
上
大
会
優
勝
と
、
開
校
時
か
ら
部
活
動
は
盛

ん
で
、
大
会
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
数
多
く
陳
列
さ
れ
、
常
勝

チ
ー
ム
を
目
指
し
て
き
た
。
全
国
大
会
優
勝
者
も
輩
出

し
、
先
輩
に
続
こ
う
と
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
「
わ
か
ば
」

学
校
の
教
育
活
動
を
広
く
広
報
す
る
目
的
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
を
、

写
真
を
増
や
し
、
文
字
を
大
き
く
す
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
読
み

や
す
い
新
聞
に
し
、
全
国
表
彰
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。

(二)

(二)(三)
磐
田
市
立
竜
洋
中
学
校

一

竜
洋
中
学
校
の
あ
ゆ
み

学
校
の
移
り
変
わ
り

(一)

自
律

協
力

創
造

勤
勉

磐田市立豊岡４４７３番地８
TEL (0538)６６－２３２４
FAX (0538)６６－７９０７
Email
ryuyo-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp
武
両
道
」
を
伝
統
と
し
、
勉
強
・
運
動
・
文
化
と
頑
張
る

心
身
共
に
逞
し
い
生
徒
が
育
つ
学
校
を
目
指
し
て
い
る
。

体
育
大
会
・
輝
竜
祭

(一)

ウ

昭
和
二
十
四
年
県
下
最
初
の
生
徒
指
導
研
究
校
と
し
て
実
践
成
果
を

発
表
し
、
以
後
昭
和
五
十
六
年
「
体
力
つ
く
り
」
、
平
成
三
年
「
生
徒
指

導
」
と
文
部
省
指
定
研
究
発
表
を
行
う
。
生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
ず
る
取

り
組
み
は
、
「
い
い
表
情
」
の
生
徒
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

二

学
校
の
姿

教
育
の
町
と
し
て
、
地
域
の
多
大
な
応
援
を
得
て
「
文


